
【研究概要】

当研究室では，造血幹細胞の対称・非対称分裂制御機構における微小環境の機能，老化抑制の観点から自

己複製能の維持機構の解明に向けて研究を行っている。

1．造血幹細胞の対称・非対称分裂制御機構の解明

1 個の造血幹細胞が分裂して生じる 1 組の娘細胞ペア（paired daughter cell, PDC）について，1 細胞レ

ベルの遺伝子発現解析を行い，さらにそのデータについて造血幹細胞と前駆細胞の遺伝子発現プロファイ

ルを学習させた機械学習モデルを用いて解析し，造血幹細胞の分裂パターンを分類することで造血幹細胞

の自己複製と分化を評価する手法を確立し，造血幹細胞の分裂制御に対するニッチ分子の機能解析を進め

ている。

2．造血幹細胞の老化抑制による自己複製能の維持

造血幹細胞は，細胞分裂の繰り返しにより DNA 損傷応答が惹起され，細胞老化と自己複製能の低下を

起こす。我々は造血幹細胞のテロメア DNA 損傷応答の抑制に働く shelterin 分子の機能解析と自己複製能

の維持の関連について研究を進めている。
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【指導できる技術】

1．フローサイトメーターによる解析およびソーティング

2．造血幹細胞の評価：細胞表面抗原解析，細胞周期，培養，移植

3．骨髄標本の免疫染色

4．1細胞遺伝子発現解析

5．膜透過性ペプチド（membrane translocating motif, MTM）を用いた細胞内へのタンパク導入
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